
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このようにヒトの主要組織適合遺伝子複合体（HLA）タイピング法＊の開発において、 
 KAPA LA Kitを使用することで、効果的な結果が得られることが示唆されました。 
 ＊本法のより詳しい内容は、上記スポンサードセッションにてお聞きいただけます。 

 

ライブラリー増幅時の「GC/ATリッチな領域の増幅バイアス」が、データ解析において「カバレッジの低下」として大きな問題となる場合がある。 
ヒトの主要組織適合遺伝子複合体（HLA）タイピング法の開発におけるライブラリー増幅時のGCバイアスの問題に対し、KAPABiosystems社の 
エンジニア酵素であるKAPA Library Amplification kit (KAPA HiFi DNA polymerase)を使用することで劇的に改善された事例を紹介する。 
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結果 
 

KAPA エンジニア酵素を利用した 
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まとめ 
Nextera DNA Sample Prep Kit は短時間で簡便にライブラリ調整可能な優れた製品であるが、プロトコールの一部であるPCR増
幅にKAPA Library Amplification Kitを用いたところ、GC含量の高い領域でも十分なシーケンスリードが得られ、問題になっていた
GCバイアスが劇的に改善された。また、カバレッジのバイアス軽減はより少ないシーケンスリード数でも信頼性の高い解析を可
能とするため、より多くのサンプルを一度にシーケンスすることが可能となった。 

GC含量が特に高い領域（A）、（B）では 
増幅バイアスによりカバレッジが低くなる。 

ライブラリーの増幅ステップで 
KAPA Library Amplification Kit を用いた。 

KAPA LA kitでライブラリー増幅を実施したところ、 
カバレッジが低くかった（A）、（B）の領域で 
劇的な改善が見られた。 

■日程：9月5日（2日目）/スポンサード セッション③（9:00～9:45） 
■会場：C会場 
■「次世代シーケン サーを用いた、ヒトの主要組織適 合遺伝子複合体(HLA)タイピング法の開発」 
講演者：細道一善 (国立遺伝学研究所人類遺伝研究部門) 

KAPA LA kitによるライブラリー増幅でカバレッジが 
改善したことにより、SNVや欠失の検出感度が向上した。 
さらに、これら変異のハプロタイプを分けることも可能で 
あった。 

KAPA Library Amplification kit（KAPA LA Kit）には、 GC/ATリッチな領域でも 
増幅バイアスを最小限に抑制できるエンジニア酵素 (KAPA HiFi HotSart 酵素)が 
採用されている。 


